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緒 言

　緬羊は家畜化のはじめから現在に至るまで，人類と密接な関係があり，その分布の範囲は

きわめて広く，酷暑の熱帯から寒帯にわたって飼育されており，さまざまな気候条件，飼料

条件および立地条件などによく適応し，利用目的により毛用種，肉用種，毛肉兼用種，乳用

種ならびに毛皮用種などに分けられている。このように緬羊は家畜の中でもっとも分布範囲

が広く，かつ用途の多い家畜であるが，いずれの品種においても飼養管理上不可欠な作業と

して開毛作業がある。二毛作業は二毛鋏および動力二毛機などを用いて行なうのが一般的な

方法であるが，常法では短時間に多くの緬羊を勢写するには二二を要する。たとえばオース

トラリアにおいて電力二毛機を用いて二毛する場合，熟練者ならば1日8時間半労働で336

頭，普通の技術者は120～150頭勇証すると言われている。わが国においては鋏刈りが一般に

普及しているが，この方法では熟練者でも1頭を二毛するのに約30分を要し，未熟者では約

2時間を費やす。

　戦後，急激に増加したわが顛の緬羊飼養頭数も1957年の94万5千頭をピークにその後減少

し，1975年にはわずか1万2千頭が飼養されている現状である1L12・13）。

　近年，抗悪性腫瘍剤として臨床的に用いられているCycloPhosphamlde（以下CPAと略

す）を投与して緬羊に脱毛をおこさせる，いわゆる化学的抜毛法（Chemical　De且eeciユ19）に

関する研究が報俊されている1・2・3・4・5・脇8・9・10・14・15・16銘24・25）。すなわち，DoLMcKら2）は体重

烹k9当り5mgから90mgのCPAを経口ならびに静脈注射により投与した緬羊の脱毛効果

について報告しており，HouRIHANら8・9），　BRINsFIELDら1）およびLINDAHLら10）はCPA

が羊毛の品質ならびに毛球におよぼす影響について報告し，R班NOLDSら17），　hNDA猛し

ら10）は緬羊の贔種，｛生溺ならびに体表部位により脱毛効果に差異があるかどうかを検討し，

晶種や性により脱毛効果に差はないが，部位により差があることを報告している。また，C

PAの胎児への影響3）や雄緬羊の精液性状に対する影響5）などの報告がある。わが国におい

ては，武田24・25）が緬羊とアンゴラ兎についてCPAの脱毛効果を研究し報告しているのみ

で，緬羊の化学的抜毛法に関する研究はほとんど行なわれていない現状である。

　本試験は緬羊を拘束による変動を排除するために保定せずに，自由に動き間れる通常の飼

養管理状態において，無線により遠隔測定した緬羊の心博数を指標として，緬羊をとりまく

環境要因が化学的抜毛後羊体にどのような影響をおよぼすか，また抜毛後における緬羊の生
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理的変動が抜毛前の状態に回復するのにどれ位の期間を要するかを知るために，1973年よ

り1975年までの3年問にわたり行なった。すなわち，試験亙（1973）においてはCPAを投

与した緬羊の血液性状の変動，脱毛過程および羊毛の再成長などについて観察と測定を行

ない19），試験∬（1974）および試験班（1975）では主として抜毛後の緬羊の心博数の測定と

行動形の観察を行なった20・2D。

材料および方法

試　験　工

　試験台閥：本試験は1973年5月7日より6月5日まで約1ケ月聞にわたり行なった。

　供試緬羊：供試緬羊の概要はTable　1に示したとおり，体重17．5～54k9，年令2～6才

の日本コリデール種雄1頭，雌3頭を使用した。供試緬羊は抜毛前においては昼夜屋外の運

動場で，抜毛後は畜舎内で飼養管理された。ただし，晴天の臼には屋外の運動場に放牧した。

試験期間中はオーチャードグラス，ラジノクローバーを主体とする生州を朝夕2回給与した。

なお，牧草以外には水，鉱塩を与えたのみで濃厚飼料は給与しなかった。

Table　1．　Body　weight，　age，　sex　a鷺d　CPA　dosage　of　experimental　sheep
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Fig．1．　Chemical　structure　of£NDOXAN＊

　＊ENDOXAN：Cyclophosphamide
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　　tetrahydro－2H4，3，2－oxaza1）hosphorine＿
　　2－oxide　hydrate．　C7H15C12N202P・H20：279．10
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　供試薬剤および投与量：脱毛剤として塩野義製薬株式会社製エンドキサン錠剤（CPA　50

mg／1　T．）を使用した。エンドキ」サンの化学構造式ならびに化学名はFig．1に示したと

おりである。

　緬羊の体重1kg当り20mgのCPA投与量で脱毛効果があるという報告2・23・2のに基づき，

本試験においてはCPA投与董を体重1kg当り30mgとし，経口投与した。各緬羊の投与量

をTable　1に示した。

　測定項霞および方法：抜毛はCPA投与後10研こ1，2および3号緬羊，13日に4号緬羊

について行ない，抜毛所要時間の計測，抜毛後の緬羊の状態などを観察した。CPA投与後

28日に各緬羊の肩部より羊毛を抜きとり，10本の羊毛の長さを測定した。

　CPA投与後14日までは毎日，その後2蝦および28日にすべての緬羊について頸静脈より

採血を行ない，赤血球数，白血球数，ヘマトクリヅト値およびま血漿蛋白濃度を灘定した。赤

i血球数および白豪球数はトーマスツァイス法，ヘマトクリット値は高速遠心法，血漿蛋白濃

度はアタゴ製血清蛋白計を用いて測定した。なお，各醐の採！血は午後1時から2時までの問

に行なったQ

試　験　∬

　試験期間：本試験は1974年5月20βより6月22日まで約1ケ月間にわたり実施した。

　供試緬羊：供試緬羊の概要はTable　1に示したとおり，試験開始時体重18～62。5kg，年

令2～4才の日本コリデール種雌4頭を使用した。これらの緬羊をそれぞれ2頭つつ2群に

分け，1群を化学的抜毛区，他の1群を鋏刈区とし，畜舎内に設けられた縦230cm，横270cm，

高さ105cmの金鋼で仕切られた長方形の隣接した2つのpe：1で群別に飼養管理し，試験に

供した。なお，TaUe　1に示したとおり，化学的抜毛区として！および2蔓｝緬羊，鋏刈区

に3および4弩緬羊を無作為に選んだ。試験期間中は隔心とし，オーチャードグラス，ラジ

ノクローバーを主体とする生草を午前9時と午後5時に給与した。また濃厚飼料は給与しな
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かった。

　供試薬剤および投与：量：試験1と同様，エンドキサン体重1kg当り30mgを化学的抜毛区

緬羊の2頭に経口投与した。

　測定項目および方法：化学的抜毛区および鋏刈区のすべての緬羊の勢抜毛をCPA投与後

12日（6月1臼）の午前中に行なった。鋏刈区緬羊は勢毛鋏を用い勢毛を行ない，化学的抜

毛区緬羊については素手で被毛を剥ぎ取った。

　勇抜毛後の心搏数を経時的に測定するために，Fig．2に示したとおり，30分門下に緬羊

の行動形と心搏数の測定を連続24時間を1観察区として，勇抜毛直後より勢抜毛後21日の期

問に6回行なった。すなわち，勢抜毛直後15時より48時闊にわたる観察を行ない第1，第2

観察区とし，以降，勢抜毛後3，6，13および20Fiより24時閥の観測を行ない，それぞれ第

3，4，5および6観察区とした。また，勢抜毛前2日の13時30分より同じ方法で観測を行

ない対照区とした。

　心搏数の測定は化学的抜毛区1号緬羊，鋏刈区3号緬羊について行なった。各観察区の観

測開始約1時間前に，それぞれの緬羊の首輪に心電図用小型送信器を装着し，約！0m離れた

別室に設置された受信器で送信器より発信された電波（84MHz，86MHz）を受信し，変調

器，増幅器を通して，ブラウン管モニターで観察しながらレクチコーダーで30分問隔に1分

間以上の心電図を記録し，1分当りの心搏数を求めた。なお，心電図はA－B双極誘導法に

より記録した。また，試験期閥中の気温および湿度を自記湿湿度計で記録した。

　CPA投与後31研こ化学的抜毛区の2頭の緬羊について，首，胸，肩，縢および尻部の5

部位より羊毛を抜き取り，10本の羊毛の長さを測定した。

試　験　皿：

試験期間：本試験は1975年5月2日より6月17日まで46日間にわたって実施した。
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　供試緬羊：供試緬羊の概要は

Table　1に示したとおり，体重72

kg，49kgおよび45kgの試験皿に

供試した緬羊を使用し，2頭を化

学的抜毛区，1頭を鋏刈区とした。

　給与飼料は試験日と異なり，市

販のヘイキューブを1頭1日当り

1kgを午前11時に給与した。他の

飼養管理は試験豆と同様であった。

　供試薬剤および投与量：試験日

と同様，体重1kg当り30mgのエ

ンドキサンを化学的抜毛区の2頭

に経口投与した。

　測定項目および方法：勇抜毛は

CPA投与後1帽（5月12日）の
午前中に行なった。
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　勇抜毛後の心縛数の測定ならびに行動形の観察方法は試験∬と同じ方法で1号および3号

緬羊について行ない，実施概要をFig．3に示した。また，畜舎内の床上30cmの乾球温度

および湿球温度を心電図記録時にサーミスター温度計を用いて測定した。

　羊毛の再成長調査をCPA投与後33日に試験豆と同じ部位の羊毛を採取して行なった。

結果および考察

D　CPAの脱毛効果ならびに羊毛の再成長

　はじめに，脱毛剤としてのCPAの薬理作用について述べると，　CPAは毛根の細胞質組

成に対して，脱毛様物質（de負eecing　compound）として作胴し，毛根中の発芽細胞（germ－

inative　ce11）を一時的に退化させ，羊毛繊維を緊縮させたり，あるいはケラチン化を不完全

にさせるために脱毛が起るものと考えられている1・2・4，9）。

　CPA（30mg／kg．体重）投与されたいずれの試験の緬羊も，　C　PA投与後塵6臼より被

毛を強く引張れば脱毛するようになり，投与後7日に首輪周辺の脱毛が認められる個体もあ

った。この頃より緬羊は脱毛の不快感によるためか，牧柵や金網に身体をこすりつける行動

を示し，投与後10臼頃より脱毛が著しくなり，被毛の一部が身体から脱落し，垂れ下った

個体も認められた。本試験における抜毛作業はCPA投与後10，12および13日で行なった。

いずれの緬羊も容易に手で羊毛を剥ぎ取ることができ，鋏刈り菊毛に約2時間要したのに対

して，化学的抜毛ではまったくの初心者が行なっても約10～13分で1枚のフリースとして

採i適することができた。緬羊1頭当りの抜毛作業所要時間はHOHENBOK£N6）が12分，武田

ら23・24）が5～10分と報告しており，本試験における所要時間とよく一致していた。熟練すれ

ば5分以内で抜毛作業を終了することも可能となるものと考えられる。全抜毛された緬羊

は，新生毛が未だ皮膚面に畠現しておらず全裸となるが，顔面，四肢端および腋下の短毛部

は脱毛しなかった。

　全裸となった緬羊は皮膚に深いしわが認められ，夜間の低温時にはとくにしわが顕著とな

り震えている個体も観察された。試験1においては直射日光による日焼けが認められた。ま

た，牧柵や金網などに緬羊の体が強く触れると擦過傷を生じ，とくに後艇の皮膚に多く認め

られた。

　試験11および蟹における羊毛の再成長の調査結果をTable　2に示した。　C　PA投与後約

1ケ月後（抜毛後約20日）における緬羊の再成長した新毛の長さは，個体および部位により

かなりの差があるが，約5～81n磁に達した。

　UNDAHLら10）は17頭の去勢緬羊に体重1kg当り26mgのCPAを経口投与し，抜毛の難

易を5段階の級（Score）に分け，　C　PA投与後の日数とこの級の関係について検討した結果，

CPA投与後7，9，12，14，16および19日では投与後の日数が多ければ多いほど容易に抜

毛ができるが，田数の経過とともに羊毛の損失が多くなると報告している。また，HOHE－

NBoKEN6）は緬羊の体重1kg当り15mgのCPA経口投与では脱毛効果がなく，20および

25mgで脱毛効果があり，　CPA投与後脱毛効果が現われるまでの日数は投与量および品種

聞では差が認められないが，再成長した新毛が一定の長さ（0．6mm）に達するまでの日数
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Table　2． Regrown　stap互e　Iellgth　ofδefleeced　sheep　on　the　31th　or

33th　days　after　administration　of　CPA

Parts　of　collected

staples

Trial　H（31th　days）　　　　　　　　　　　　τrial　I匪（33th　days）

Sheep　No．　1　　Sheep　No．2 Sheep　No．1　　Sheep　No。2

Neck

Shoulder

Front　Brisket

Rear　Brisket

Britch

Mean　S．　D．　Mean　S．　D．　Mean　S、亘閲“灘ea鷺　S，　D．

　　　　　　　（mm）（mm）

6，3

5．2

6．1

6．2

5．5

1．58　　　　6。3　　　0．98

1．07　　　　　4．9　　　　］L．38

1．19　　　　5．4　　　1．15

1。53　　　　5．5　　　　1．25

0。97　　　6．5　　1．36

（mrn）

6．5

5．7

7．5

7．8

8．6

2．53

1．78

1。76

2．37

1．31

（mm）

7．2　　1。16

8．4　　1．G3

6．3　　1．50

5．7　　1．16

6。7　　0．92

は品種間で差があると報告している。

　以上のことから，緬羊を化学的に抜毛する場合，体重1kg当り20～30mgのCPAを経

口投与して脱毛を起させ，投与後9～14日に常法の勢毛順序にしたがって羊毛を手で剥ぎ取

ることが望ましいものと考えられる。また，抜毛後再成長した羊毛が5～8mmの長さに達

するのに約3週間かかり，その期間は全裸となるために被毛による諸種の効果が期待されな

いため，直射日光を避けたり，移動や運動をなるべく少なくし，牧柵や金網などに触れる機

会を最少にするなどの飼養管理上の注意が必要と考えられる。

2）　血液性状

　CPA投与後の白馬［工数の変動はF1g．4に示したとおり，　CPA投与後急激に減少し，

投与後3日から5日に最低値となり，その後漸増して投与後1姻で正常値に回復した。

　また，栄養状態の悪い緬羊ほど白血球数の減少が著しかった。

　CPA投与後の赤血球数，ヘマトクリット値および血漿蛋白濃度をそれぞれTable　3，4

および5に示した。これらのTableから明らかなように若干の変動はあるが，　C　PA投与

による影響は認められなかった。
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Table　3．　E涯ects　of　CPA　o且erythrocyたes　number　of　sheep（×105／mm3）

Sheep Days　after　CPA　treatment

qN

1
2
3
4
浩

一1012345678910111213142128114　92　98
129　　146　　98

58　72　65

106　81　90

102　　93　　97　　85　　93　　97　　88　　87

109　　104　　107　　104　　91　　92　　94　　84

54　　58　　61　　62　　　57　　51　　64　　71

94　　88　　103　　93　　82　　126　　86　　77

∩
V
8
9
7

8
8
6
8

119　　88　　80　　69　104　　80

80　　75　　100　　77　　98　　88

52　　60　　67　　66　　80　　70

81　　94　　71　　82　　91　　92

Table　4．　鷺ffects　of　CPA　o隷hematocrit　va！ue　of　sheep（％〉

Sheep Days　after　CPA　treatment

軌N

1
2
3
4
｛

一1　0　1　2　3　4　5　6　7　8　910111213142128
31　34　36

29　33　33

25　26　27

33　34　35

33　　33　　34　　29　　33　　33　　31　　32

33　　32　　33　　32　　34　　29　　30　　28

27　　34　　26　　24　　22　　25　　26　　26

34　　33　　33　　33　　33　　32　　32　　32

3
0
戸
0
1

3
り
0
2
3

35　　33　　31　　33　　31　　30

32　　29　　27　　28　　29　　26

29　　26　　23　　28　　29　　29

31　　31　　28　　32　　34　　30

Table　5．　Effects　of　CPA　on　plasma　protein　of　sheep（％）

Sheep Days　after　CPA　treatment

軌

　
1
2
3
4
ゐ

＿1012345678910111213142］．28
7．2　8．0　7．5

7．0　　7，6　　7．0

6．0　5。9　5．6

7．2　7．8　7．2

7．8

6．9

5．8

7．6

8，0　8．0　7．8　8．0　8．G　7，4　7．9　7．2

7。5　7．4　7。4　7。4　7．2　7．2　7，G　7。1

5．4　5．4　5．8　6．0　5．8　5，9　5．5　5．6

7．2　　7．3　7．2　　7曾2　　7．0　　7．0　7．0　　6。8

7。2　7．0　7．6　8．1　7。9　8。0

6。0　　6．4　　7。0　　7．2　　7。6　　7．2

4．9　5．8　5．9　6．4　6．9　5．8

6，9　6．6　6．2　5．6　8．0　7．6

3）　勢抜毛後における心搏数の変動

　試験互における鋏刈区および化学的抜毛区緬羊のおもな観察区，すなわち，勢抜毛前，勇

抜毛直後（約3時間後）および面割後2週間（鋏刈区）ならびに勢毛書3週間（化学的抜毛

区）の心搏数の日内変動を図示するとFig．5およびF三9．6のとおりである。また，試験

皿における勢抜毛前，勢抜毛直後および勇抜毛5週間後の心逸数の変動をFig．7（鋏三尊）

およびF三g．8（化学的抜毛区）に示した。これらの図から明らかなように，いずれの観察

区においても，すべての緬羊の心搏数は午後に増加し，夜間から午前中においては低下する

傾向が認められた。また，化学的抜毛区緬羊の抜毛直後の心搏数は試験互および皿：いずれも

夜閲から午前中に増加の傾向を示したが，一方，台密区緬羊の心搏数は試験∬では差異は認

め難く，試験皿：では夜閥に高い値を示す傾向が認められた。

　つぎに，緬羊の心搏数は行動形により差があるので，22）緬羊の種々の行動形のなかで心搏

数および標準偏差が最も小さい伏臥行動形の心搏数について，各観察区別に平均値を求め，

Table　6　（試験互）および7（試験皿）に示した。これを図示するとFig・9および10のと
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おりである。なお，前述したように，1観察区の行動形の観察は30分間隔に24時聞連続して

行なったので1観察区の行動形観察総数は49園となった。Tabie　6および7に示したとおり，

化学的抜毛区，鋏刈謡いずれの緬羊も勇抜毛直後の伏臥行動辛辛が勢抜毛前に比べて減少す

る傾向が認められた。

Table　6．　Nurnber　of　Iying　form　i蔦490bserved　behaviour　for1γ1s，

　　　　　　　heart　rate　and　staadard　deviation　of　def玉eeced　or　clipPed

　　　　　　　ewe　i籍each　observatio簸s（Trial　II）

Observations

ω
律
ω

唱
ω
8
①
唱
の
Q
　

Number　of　lying　form

Average　heart　rate／mln．

S．D．

Control

　　30

　　84．0

　　9．9

　王

21

118．4

　8．5

　2

20

112．3

　7．1

　3

26

122，4

13．6

　4

25

116．1

18．4

　5

28

101．8

15．7

　6

22

101．3

16．2

①
鉢
O
彫
＆
例
δ

Number　of　lying　form

Average　heart　rate／謡n．

S．D。

29

71．2

12．8

　9

70．0

10．1

24

79．0

13．2

21

82．4

12．4

22

86．4

15．6

25

73．0

17．4

24

74．7

9．6

Table　7．　Number　of玉ying　form　in　490bserved　behaviour　forms，

　　　　　　heart　rate　and　standard　deviation　of　de負eeced　or　clipPed

　　　　　　ewe　iエユeach　observat1ons（Trja1珊

Observations

O
＞
ド
O

唱
8
8
¢
の
O

Number　Qf　Iying　form．．

Average　heart　rate／min．

S．D．

Contro1

　30

　　99．7

　　14．9

　1

　5

109．6

11．6

　2

15

113．1

11．1

　3

　8

131．5

　4．9

　4

25

121．9

10．1

　5

31

105．4

19．8

　6

34

90．3

18．5

　7

33

109．2

13．2

．
ω
タ
。
喝
の
α
曾
【
Q

Number　of　lying　foml

Average　heart　rate／min．

S．D．

32

92．6

王4．9

21

93．3

9．5

28　　　32

83骨5　　86．王

12．2　　13．6

32

82．3

10．5

30

74．9

8．9

30

71．0

6．3

28

82．8

8．6
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　すなわち，試験旦においては化学的抜毛区，鋏刈区緬羊の伏臥行動置数の減少は共に余り

はっきりしないが，試験孤における化学的抜毛区緬羊の伏臥行動形数が抜毛前30回から抜毛

直後では5回と極端に減少し，抜毛前の伏臥行動形数に達するまでに約2週間要している。

このことは化学的抜毛区緬羊が抜毛直後，Plate　3に示したように全裸となり，被毛がまっ

たく無くなるため，伏臥した場合，敷わらが皮膚を刺激するための不快感と伝導による熱放

散をできるだけ少なくするための行動と推察される。

　つぎに，勢抜毛後における緬羊の伏臥行動形心搏数の変動について述べると，試験■およ

び癒における化学的抜毛区緬羊の心搏数はいずれも抜毛後に増写し，抜毛1週間後までその

まま高い値を示し，その後漸減して抜毛4週（試験班）後に抜毛前の値となることが認めら

れた。一方，鋏刈区緬羊における三毛後の心搏数の変動は試験1［と皿では異なる傾向を示し

た。すなわち，試験11においては勇毛後，心搏数は増加する傾向が認められたが，試験皿に

おいては心搏数の増煽は認められなかった。

　以上の結果から，常法（鋏刈）により解毛された緬羊が勢毛直後でも5～10無燃の被毛に

覆われているのに対して，CPA投与により化学的に抜毛を行なった緬羊は抜毛直後全裸と

なるため，体表面に被毛による空気の層を作ることができず，環境要因とくに気温の影響の

受けかたがまったく異なるため，抜毛後心搏数が増加したものと考えられる。すなわち，被

毛のまったく無くなった緬羊においては体表から放射および対流による熱放散が著しく増加

するので，体温推持のための熱発生が必要となり，代謝が冗進したため心搏数が増加したも

のと推察される。

　試験皿における化学的抜毛区緬羊について，第1，2および3観察区（抜毛後0，3およ

び7Bより24時間）の伏臥行動形の心丁数と三子との関係を図示するとFig．1！に示した

とおりである。Fig．11に示したように抜毛後1週闇においては化学的抜毛緬羊の伏臥行動

形の心搏数と気温との間には相関関係は認められなかった。このことは心搏数の測定が30分

聞隔で行われたため，測定龍後の行動形が影響したものとも考えられ，また，！例の結果で

あるので今後例数を多くして，化学的に抜毛した緬羊の心搏数と気温との関係について究明

する必要がある。

　以上述べてきた結果について総合的に考察すると，CPA投与により化学的に勢毛を行な

った緬羊は全裸となり，環境要因とくに気温の影響をうけ，代謝の充進と考えられる心搏数
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の増加の傾向が認められ，抜毛4週後

に抜毛前の値に隣復するものと推察さ

れた。また，鼠毛は抜毛後約3週閥で

5～8mmの長さに：再成長し，常法に

よる三毛を行なった緬羊と圃程度の長

さに達すること，この時期より趨射日

光による日焼けや擦過傷が認められな

くなることなどから，CPAにより化

学的に抜毛を行なった緬羊は抜毛後3

週で常法により勇益した緬羊の状態に

なるものと考えられる。したがって抜

毛縮約！ケ月間はエネルギー源の補給
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すなわち濃厚飼料の給与や畜舎の保温など飼養管理に留意する必要がある。また，抜毛後総

羊の被毛がまったく無くなるため，外部寄生虫のヒツジシラミバエ（M6ぬρ加g鰐。η初％の

やヒツジシラミ（’乃ゼω岬1zαZz655ρ67α卿加z％5）などは寄生する場所が無くなり，完全に

駆除することも可能であり，さらに薬浴することによリヒッジカイセンチ諏ウ　（P50プoρ診θ3

60沸彫％卿50擁3）の根絶も可能となるものと考えられる。

　CPAによる化学的抜毛法の研究は未だ基礎的試験の段階であり，　DOLNIcK3）は緬羊の

胎児への影響は無いと報告しているが，ラットで催奇作用があるという報告18・23）もあり，今

後胎児への影響や体内残留などについて究明する必要がある。

摘 要

　本試験は体重1k9当り30mgのCPAを経口投与した緬羊の脱毛効果，羊毛の再成長，

燈1液の性状ならびに抜毛後における行動形，心簿数などを検討する目的で，1973，1974およ

び1975年の春季に3囲の試験を行なった。

　その結果を要約すると次のとおりである。

　1）　CPA（30m9／k9）投与緬羊は投与後7日頃より脱毛が認められ，10日以後は脱毛

が著しくなった。

　2）抜毛後緬羊は全裸となり，日焼けや擦過傷を生じる個体も認められた。また，羊毛は

個体差や部位：により差はあるが，CPA投与後約1ケ月で5～8mmの長さに再生長した。

　3）赤血球数，ヘマトクリット値および並！漿蛋白濃度はCPA投与による影響は認められ

なかったが，白血L球数はCPA投与後急激に減少し，投与後3～5日で最低値となり，その

後増加し，投与後！4日で正常値に隣復した。

　4）　抜毛直後より約1週間の緬羊は抜毛前に比べて倍立形で過す時問が多くなる傾向が認

められた。

　5）　抜毛直後緬羊の心搏数は急激に増加し，抜毛後1週より減少しはじめ，約4週後に抜

毛前の値に園復することが認められた。
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    Studies on the Chemical Defleecing of Sheep

               By Katashi SEKIGAWA

Laboratory of Grassland Science , Fac.Agric., Shinshu Uiiiv.

                                Summary

   Recently, the chemical defieecing offered a hope of alleviating the serious

situation of current worldside shortage of shearers. The experiments were carried

out to make clear the effects of cyciophosphamlde (CPA) on some biood compositions

(Trial I, 1973), the defleecing aRd the regrowth of wool (Trial I;II, 1974 and III,

l975) of the sheep treated with 30mg of CPA per kilogram of the body weight

aRd also to know the behaviour and the heart rate of the sheep after removal of

wool arial II and III).

   ResLilts obtained were as foilows :

    1. The wool began to fail off from skin after7days and the lost wool from

skeep treated wlth CPA lncreased marl<edly after 10 days.

   2. The sheep defieeced wlthin 14 days ef dosing were quite bare and not

protected from sunburn or abrasions during 4 weeks after administration of the

drug untii the new wool grew out 5 to 8 mm of the length.

    3. Erythrocytes nurnber, hematocrit value and piasma pyotein concentrates in

venous biood were not affected by CPA treatment. However, ieucocytes number of

the sheep treated wlth CPA decreased markedly after one day, but tended to incr-

ease a{ter about 5 days and reached to the usual level after two weeks.

    4. The sheep showed more standing behaviour than lying after defieecing.

    5. The heart rate which was increased by removlng the wool became steady

during 7 days and then reached to the normaKevel after 4 weeks.
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after　10　days（after　removal　of　wool）


